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いる
9.8%

いない

85.3%

無回答

4.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小６

【小６】

いる

8.5%

いない

85.8%

無回答

5.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中２

【中２】

第１章 児童・生徒の家庭・生活状況  

 （世話の有無別集計） 
 

1-1 回答者の属性 

 

図表１-１-１ 手助けや世話を必要とする家族の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 8】（単一回答）家族の中に、ふだんの生活で手助けやお世話が必要な人はいますか 

設問【問 8】において、「家族の中に、ふだんの生活で手助けやお世話が必要な人がいる」と回

答した小学生は 531 人、中学生は 355 人であった（図表 1-1-1）。 また、世話が必要な家族が

いると回答した児童・生徒に【問 11】において、児童・生徒が手助けや世話に関わっているかを

尋ねたところ、小学生 419 名、中学生 273 名が「世話をしている」と回答（図表 1-1-2）。家族

の世話をしている児童・生徒が全体に占める割合は、小学生 7.8％、中学生 6.6％であった。 

【問８】（単一回答）家族の中に、ふだんの生活で手助けやお世話が必要な人はいますか。 

いる 355 

いない 3,571 

無回答 236 

Ｎ = 4,162 

いる 531 

いない 4,609 

無回答 264 

Ｎ =5,404 

（単位：人） 

（単位：人） 
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図表 1-1-2 世話をしている子どもの割合 

 

 

 

  

している

78.9%
していない

19.4%

無回答

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小６

【小６】

419人

している

76.9%

していない

21.7%

無回答

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中２

【中２】

273人

【問 11】（単一回答）あなたはお世話をしていますか。 

している 419 

していない 103 

無回答 9 

n = 531 

している 273 

していない 77 

無回答 5 

n = 355 

（単位：人） 

（単位：人） 

419 人/5,404 人（回答者全数）

＝7.8％ 

273 人/4,162 人（回答者全数）

＝6.6％ 
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男性 52.9%

男性 44.0%

女性 43.6%

女性 49.5%

その他 1.0%

その他 2.6%

答えたくない 1.9%

答えたくない 4.0%

無回答 0.5%

無回答 0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ｎ＝3571

n＝273

世
話
が
必
要
な
人
家
族

は
い
な
い

家
族
の
世
話
を
し
て
い

る

【中２】

男性 49.4%

男性 49.4%

女性 47.0%

女性 45.3%

その他 0.6%

その他 0.2%

答えたくない 2.7%

答えたくない 5.0%

無回答 0.3%

無回答 0.0%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=4609

n=419

お
世
話
が
必
要
な
家
族

が
い
な
い

家
族
の
世
話
を
し
て
い

る

【小６】

【問 1】（単一回答）あなたのことについて教えてください（性別）。 
 

図表 1-1-3 性別  

 
 
 
 
  
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

世話が必要な家族
はいない 
ｎ＝4,609 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
家族の世話をして
いる 
ｎ＝419 

 
 
 
 
 
 
 

世話が必要な家族
はいない 
ｎ＝3,571 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

家族の世話をして
いる 
ｎ＝273 
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1-2 児童・生徒の家庭・生活状況 

【問 8】「家族の中に、ふだんの生活で手助けやお世話が必要な人はいますか」で「いない」を

選択した「世話が必要な家族はいない」群と、【問 11】「あなたはお世話をしていますか」で

「している」を選択した「家族の世話をしている」群（図表 1-1-1、図表 1-1-2）に区分し、

クロス集計により、生活状況を比較した。 

 

1-2-1 世帯構成 

「世話が必要な家族はいない」群、「家族の世話をしている」群いずれの群においても「2世代

世帯」の割合が最も多いが、「家族の世話をしている」群は、「世話が必要な家族はいない」群に

比し、小学生、中学生ともに「３世代」の割合が高い。また、中学生では「ひとり親世帯」の割

合もやや高い（図表 1-2-1-2）。 
 
【問７】（複数回答）いっしょに住んでいる人はだれですか。  

図表 1-2-1-1 いっしょに住んでいる人 

 

世話が必要な家
族はいない 
小 6 

n = 4,609 

家族の世話をし
ている 
小 6 

n=419 

世話が必要な家
族はいない 
中２ 

n=3,571 

家族の世話をし
ている 
中 2 

n=273 
 お母さん 4,531 411 3,484 262 

 お父さん 4,121 372 3,120 223 

 おばあさん 390 64 302 60 

 おじいさん 228 44 173 27 

 兄・姉 2,143 148 1,770 113 

 弟・妹 2,030 287 1,595 175 

 その他 203 46 161 26 

無回答 28 1 20 1 

 

（単位：人） 
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世帯構成の分類方法 

【問７】いっしょに住んでいる人はだれですか（複数回答）の回答をつぎの条件に基づき分類 

分類 条件 

２世代 
お母さん、お父さんのいずれにも〇があり、おばあさん、おじいさんのいずれ
にも〇がない 

３世代 
お母さん、お父さんのいずれにも〇があり、おばあさん、おじいさんの両方ま
たはいずれかに〇がある 

ひとり親 
お母さん、お父さんのどちらか一方のみに〇がある 
 

その他 
上記以外 
（例）お母さん、お父さんのいずれにも〇が無い、選択肢をいずれも選んでい
ない  
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98.1%
88.8%

15.3%
10.5%

35.3%
68.5%

11.0%
0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

お母さん
お父さん

おばあさん
おじいさん

兄・姉
弟・妹
その他
無回答

家族の世話をしている群【小６】

n=419

98.3%

89.4%

8.5%

4.9%

46.5%

44.0%

4.4%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

お母さん

お父さん

おばあさん

おじいさん

兄・姉

弟・妹

その他

無回答

世話が必要な家族はいない群【小６】

n=4609

【問７】（複数回答）いっしょに住んでいる人はだれですか。（回答から世帯状況を分類） 

図表 1-2-1-2 同居家族と世帯状況 

 

 

  

ひとり親

10.3%

ひとり親

10.7%

2世代

82.0%

2世代

76.6%

3世代

6.7%

3世代

11.5%

その他

1.0%

その他

1.2%

n=4609

n=419

世
話
が
必
要
な
家
族
は
い
な

い
家
族
の
世
話
を
し
て
い
る

【小６】

ひとり親 2世代 3世代 その他

世話が必要な家族
はいない
ｎ＝4,609

家族の世話をして
いる
ｎ＝419
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ひとり親

13.0%

ひとり親

18.7%

2世代

79.2%

2世代

63.7%

3世代

6.8%

3世代

15.8%

その他

1.0%

その他

1.8%

n=3571

n=273

世
話
が
必
要
な
家
族
は
い
な

い
家
族
の
世
話
を
し
て
い
る

【中２】

ひとり親 2世代 3世代 その他

世話が必要な家族
はいない
ｎ＝3,571

家族の世話をして
いる
ｎ＝273

 

 

  

96.0%

81.7%

22.0%

9.9%

41.4%

64.1%

9.5%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

お母さん

お父さん

おばあさん

おじいさん

兄・姉

弟・妹

その他

無回答

家族の世話をしている群【中２】

n=273

97.6%

87.4%

8.5%

4.8%

49.6%

44.7%

4.5%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

お母さん

お父さん

おばあさん

おじいさん

兄・姉

弟・妹

その他

無回答

世話が必要な家族はいない群【中２】

n=3571



12 
 

1-2-2 睡眠と朝食 

睡眠時間は、小学生の「家族の世話をしていない」群で「8時間」の項目の割合がやや高い

ものの、他には特徴的な差は見られない（図表 1-2-2-3）。朝食の喫食状況では、中学生の「家

族の世話をしている」群で「世話が必要な家族はいない」群より「毎日食べている」の割合は

やや低く、「どちらかといえば」の割合はやや高くなっているが、「毎日食べている」、「どちら

かといえば食べている」の 2 項目を合計した場合で見ると、群間の差はほぼない（図表 1-2-

2-4）。 

図表 1-2-2‐1 起床時間 

 

世話が必要な
家族はいない 

小 6 
ｎ＝4,609 

家族の世話を
している 
小 6 

ｎ＝419 

世話が必要な
家族はいない 

中２ 
ｎ＝3,571 

家族の世話を
している 
中２ 

ｎ＝273 
 午前６時より前 451 43 295 29 

 午前６時台 1,956 181 1,375 113 

 午前７時台 2,109 183 1,836 127 

 午前８時過ぎ 25 5 32 3 

その他 53 6 25 1 

無回答 15 1 8 0 

 

【問 6】（単一回答）平日（学校がある日）夜の寝る時間は何時ごろですか。 

図表 1-2-2-2 就寝時間  

 
世話が必要な
家族はいない 

小 6 
n = 4,609 

家族の世話を
している 
小 6 

n=419 

世話が必要な
家族はいない 

中２ 
n=3,571 

家族の世話を
している 
中 2 

n=273 

 午後９時過ぎから 10時の間 1,678 165 380 28 

 午後 10 時過ぎから 11時の間 1,932 151 1,344 103 

 午後 11 時過ぎから午前０時の間 635 51 1,261 92 

 午前０時より後 149 25 534 41 

 その他 172 22 40 8 

無回答 43 5 12 1 

【問 2】（単一回答）平日（学校がある日）朝は、何時ごろに起きていますか。 

（単位：人） 

（単位：人） 
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図表１-2-2‐3 睡眠時間  

※【問 2】起床時間と【問 6】就寝時間の回答から算出 

     

 

     

 

  

1.5%

5.8%

25.0%

40.8%

26.5%

0.5%

2.6%

4.4%

28.6%

39.6%

24.2%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

5時間以下

6時間

7時間

8時間

9時間以上

無回答

【中２】
世話が必要な家族はいない n=3571

家族の世話をしている n=273

    

    0.7%

1.6%

9.6%

29.9%

56.9%

1.3%

1.4%

3.1%

11.5%

24.6%

58.0%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

5時間以下

6時間

7時間

8時間

9時間以上

無回答

【小６】

世話が必要な家族はいない n=4609

家族の世話をしている n=419



14 
 

86.0%

9.3%

3.5%

1.0%

0.1%

82.6%

11.2%

4.1%

2.1%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

毎日食べている

どちらかといえば

あまり食べていない

食べていない

無回答

【小６】

世話が必要な家族はいない n=4609

家族の世話をしている n=419

 

【問 3】（単一回答）平日（学校がある日）朝食を毎日食べていますか。 
 

図表 1-2-2-4 朝食の喫食状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

83.1%

9.5%

5.0%

2.3%

0.0%

71.8%

18.3%

7.3%

2.6%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

毎日食べている

どちらかといえば

あまり食べていない

食べていない

無回答

【中２】

世話が必要な家族はいない n=3571

家族の世話をしている n=273
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20.5%

29.4%

34.3%

14.8%

1.0%

22.3%

29.3%

30.4%

16.1%

1.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

30分以内

30分から1時間

1時間から2時間

2時間以上

無回答

【中２】

世話が必要な家族はいない n=3571

家族の世話をしている n=273

1-2-3 自分の時間

 

図表 1-2-3-1 勉強時間 

 

       
 

 
 
 
 
 
 

  

勉強時間について、「家族の世話をしている」群と「世話が必要な家族はいない」群の間で、小

学生では「家族の世話をしている」群で「2時間以上」と回答した割合がやや低くなっているも

のの、特徴的な差はない（図表 1-2-3-1）。 

自由時間について、「家族の世話をしている」群と「世話が必要な家族はいない」群の間で、「家

族の世話をしている」群で「２時間以上」と回答した割合がやや低くなっているものの、特徴的

な差はない（図表 1-2-3-2）。 

【問 4】（単一回答）平日（学校がある日）学校以外で勉強をする時間は１日どのくらいですか。 

       
 
      

16.5%

30.6%

23.8%

27.7%

1.5%

19.8%

33.7%

24.3%

20.3%

1.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

30分以内

30分から1時間

1時間から2時間

2時間以上

無回答

【小６】

世話が必要な家族はいない n=4609

家族の世話をしている n=419
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2.0%

10.3%

25.6%

61.3%

0.7%

3.3%

12.8%

27.5%

54.9%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

30分以内

30分から1時間

1時間から2時間

2時間以上

無回答

【中２】

世話が必要な家族はいない n=3571

家族の世話をしている n=273

図表 1‐2‐3‐2 自由時間 

 
 
 
 
 
 

    
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

【問 5】（単一回答）平日（学校がある日）学校以外で自分の自由に過ごせる時間は１日どの
くらいありますか。 

   

   

4.5%

12.6%

21.5%

59.9%

1.4%

7.2%

14.1%

24.8%

52.3%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

30分以内

30分から1時間

1時間から2時間

2時間以上

無回答

【小６】

世話が必要な家族はいない n=4609

家族の世話をしている n=419
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1.0% 0.9% 1.5%
4.1% 5.0%

8.2% 7.3%

12.7%

17.0%

12.9%

29.4%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

世話が必要な家族はいない群【小６】ｎ＝4,552

平均７.6

1-3 生活満足度

 
 

 

 
 
 

 

 

 

 

図表 1-3 生活満足度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【問 23】（単一回答）最近の生活にどのくらい満足していますか。 

生活満足度は、現在の生活にどの程度満足しているかを「全く満足していない」の 0点か

ら「十分に満足している」の 10点までの 11段階で調査した。回答が多い順に項目を並べ替

えたときの中央の値は、中学生の「世話をしている」群が「9」、他の群が「６」であった。

最頻値は小学生が「10」、中学生が「8」となっており、群間の差はなかった。平均は「世

話が必要な家族はいない」群で小学生は 7.6、中学生は 6.9、「世話をしている」群で小学生

は 7.2、中学生は 6.5であった。群間では、0.4ポイントの差がある(図表 1-3)。（生活満足

度の集計には無回答を母数から除く。） 

参考として「OECD生徒の学習到達度調査（PISA）2018年度調査」によると、日本の生

徒（15歳）で生活満足度の平均は 6.2であり、各群ともに全国平均以上である。 

「全く満足していない」の

」、他の

群間の差はなかった

2.7%
1.2%

2.5%
4.9%

6.6%
8.1%

6.9%

13.5%
15.2%

12.0%

26.3%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

家族の世話をしている群【小６】ｎ＝407

平均７.２ 
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1.3% 1.2%
2.4%

5.4%
6.9%

11.7%

9.4%

16.0%

18.4%

10.2%

17.1%

0%

5%

10%

15%

20%

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

世話が必要な家族はいない群【中２】 n=3,546

3.0% 2.3%
3.4%

6.0%

9.4%

11.7%

7.1%

15.0%

18.8%

9.0%

14.3%

0%

5%

10%

15%

20%

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

家族の世話をしている群【中２】 n=266

平均 6.５ 

平均 6.9 
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23.4%

10.7%

10.7%

6.2%

5.0%

51.1%

8.6%

8.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

お母さん

お父さん

おばあさん

おじいさん

兄・姉

弟・妹

その他

無回答

【小６】

n=419

1-4 家族の世話をする児童・生徒の状況

1-4-1 世話をする対象者 

 

 

図表 1‐4‐1世話を必要とする家族 
 
  

世話が必要な家族は、小学生、中学生ともに「弟・妹」が最も多く、約 5割の児童・生徒が

選択している。次いで「母」を選択した児童・生徒が約２割であった。また、「祖母」は中学

生で 16％、小学生で 10％が選択している（図表 1-4-1）。その他では、同居の親族や知人の

ほか、ペットと回答したものが一定数あった。 

【問９】（複数回答）お世話を必要とする人はだれですか。 

20.1%

8.8%

16.8%

7.3%

6.6%

46.9%

4.4%

5.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

お母さん

お父さん

おばあさん

おじいさん

兄・姉

弟・妹

その他

無回答

【中２】

ｎ＝273
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1-4-2 家庭内で世話を担う人

 
 
 
 
 

 

 

図表 1‐4‐2世話を主に担う人 
 

  

【問 10】（複数回答）その人（お世話を必要とする家族）のお世話を主にしている人はだれです
か。 

73.6%

43.6%

10.3%

4.0%

14.7%

58.6%

12.1%

10.6%

4.4%

5.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

お母さん

お父さん

おばあさん

おじいさん

兄・姉

あなた

弟・妹

ヘルパー

その他

無回答

【中２】

ｎ＝273

小学生、中学生ともに「世話が必要な家族」の世話を主に担う人として、「母」を選択した

児童・生徒は約 7割で最も多く、2番目に「あなた（自分）」の選択が約 6割となっている

（図表 1-4-2）。【問 11】「あなたは世話をしているか」の設問では、児童・生徒の 8割弱

が「世話をしている」と回答し（図表 1-1-2）、主に世話を担っている子ども（約 6割）

と、主にではないが世話を担っている子ども（約 2割）の存在がわかる。世話の関わり方の

違いにより、生活状況等への影響に差が出る可能性があり、さらに詳細な分析が必要である。 

66.1%

52.5%

10.7%

4.3%

12.9%

59.7%

14.8%

2.1%

4.5%

7.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

お母さん

お父さん

おばあさん

おじいさん

兄・姉

あなた

弟・妹

ヘルパー

その他

無回答

【小６】

n=419
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40.6%

24.6%

6.7%

24.3%

3.6%

37.5%

27.7%

3.1%

2.4%

5.0%

18.1%

4.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家の家事

入浴やトイレの手伝い

通園通学通所するときの送迎

買い物や散歩の付き添い

病院の付き添い

話し相手

見守り

通訳

お金の管理や手伝い

薬の管理や手伝い

その他

無回答

【小６】

n=419

47.3%

24.9%

7.0%

24.9%

4.0%

43.2%

36.6%

1.8%

1.8%

5.5%

13.2%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家の家事

入浴やトイレの手伝い

通園通学通所するときの送迎

買い物や散歩の付き添い

病院の付き添い

話し相手

見守り

通訳

お金の管理や手伝い

薬の管理や手伝い

その他

無回答

【中２】

ｎ＝273

1-4-3 世話の内容

 
 
 
 
 

 

図表 1‐4‐3世話の内容 
  

【問 12】（複数回答）あなたがしているお世話の内容を教えてください。 

世話の内容については、小学生、中学生ともに「家事」、「話し相手」、「見守り」の順で

割合が高くなっている。「家事」は中学生の約５割、小学生の約４割が選択しており、「話し

相手」は、中学生・小学生の約４割、「見守り」は、中学生の約４割、小学生の約３割が選択

している。割合は極めて低いものの、金銭管理や服薬管理など、より責任が重いと思われる役

割を選択した児童・生徒がいた（図表 1-4-3）。 
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20.9%

31.5%

6.6%

3.3%

1.5%

7.7%

23.1%

27.5%

28.2%

9.5%

17.6%

3.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

病気や障害、入院しているから

家族が仕事で忙しいから

他に家事をする人がいないから

日本語が苦手だから

ヘルパーに来てもらっていないから

他にお世話をする人がいないから

自分がお世話をしたいと思ったから

家族を助けたいから

当たり前だと思うから

わからない

その他

無回答

【中２】

ｎ＝273

1-4-4 世話をする理由

 
 
 
 
 
 

 

 

図表 1‐4‐4世話をする理由 

 
 
 

15.0%

25.1%

5.3%

2.4%

1.2%

5.7%

32.2%

32.9%

23.9%

8.4%

14.8%

5.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

病気や障害、入院しているから

家族が仕事で忙しいから

他に家事をする人がいないから

日本語が苦手だから

ヘルパーに来てもらっていないから

他にお世話をする人がいないから

自分がお世話をしたいと思ったから

家族を助けたいから

当たり前だと思うから

わからない

その他

無回答

【小６】

n=419

【問 13】（複数回答）あなたがお世話をしている理由を教えてください。 

世話をする理由については、小学生では「自分が世話をしたいと思った」、「家族を助けた

い」を選択した割合が 3割以上で最も高く、「家族が仕事で忙しい」、「当たり前だと思

う」がそれぞれ２割台半ばとなっている。中学生では「家族が仕事で忙しい」が 3割以上で

最も高く、次いで「当たり前だと思う」、「家族を助けたい」が 3割弱となっている。ま

た、家族の「病気や障害、入院」の選択が小学生で１割台半ば、中学生で約２割あった（図表

1-4-4）。 
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48.4%

24.5%

18.3%

5.5%

3.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

ほぼ毎日

週に３～５日

週に１～２日

１か月に数日

無回答

【中２】

ｎ＝273

1-4-5 世話をする日数・時間

 

 

図表 1‐4‐5‐1世話をする日数 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

  

【問 14】（単一回答）あなたが家族のお世話をする日数はどのくらいですか。 

【問 14】世話をする日数は、小学生、中学生ともに約 5割が「ほぼ毎日」を選択してお

り、次いで「3日から 5日」を児童・生徒の約 2割が選択している（図表 1-4-5-1）。 

【問 15】世話をする時間は、小学生、中学生ともに「30分から１時間」が最も多く、児

童・生徒の 4割弱となっている。次いで「30分以内」が小学生、中学生ともに約 3割となっ

ている。1日 2時間以上世話をしている児童・生徒は１割以下（小学生で 5.5％、中学生で

７％）となっており、「その他」の選択肢には、5時間以上の長時間の記載もあった（図表

1-4-5-2）。 

約 7割の児童・生徒が日常的に家族の世話に関わっていることがわかる一方で、1日あたり

に関わる時間は 1時間以内が 7割となっている。支援に向けて子どもの負担を把握するため

には、より詳細な分析が必要である。 

46.8%

21.2%

19.1%

7.2%

5.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

ほぼ毎日

週に3～5日

週1～2日

1か月に数日

無回答

【小６】

n=419
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図表 1‐4‐5‐2世話をする時間 

 
 

  

31.0%

37.2%

16.9%

5.5%

2.6%

6.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

30分未満

30分～1時間

1時間～2時間

2時間～3時間

その他

無回答

【小６】

n=419

【問 15】（単一回答）あなたがお世話をする時間は、平日何時間くらいですか。 

28.6%

36.6%

18.3%

7.0%

2.9%

6.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

30分未満

30分～1時間

1時間～2時間

2時間～3時間

その他

無回答

【中２】

ｎ＝273
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76.2%

1.5%

3.7%

6.6%

6.6%

3.7%

2.6%

4.0%

1.5%

3.3%

5.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

特にない

遅刻早退欠席が多くなった

授業に集中できない

宿題や持ち物を忘れることが多い

自分の時間や友達と遊ぶ時間がない

孤独を感じる

将来や進路のことをしっかりと考えるゆとりがない

進路の希望がかなえられるか心配

受験の準備ができていない

その他

無回答

【中２】

ｎ＝273

78.5%

1.7%

2.9%

6.0%

6.0%

4.8%

1.4%

6.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

特にない

遅刻早退欠席が多くなった

授業に集中できない

宿題や持ち物を忘れることが多い

自分の時間や友達と遊ぶ時間がない

さみしい

その他

無回答

【小６】

n=419

1-5 世話をすることによる影響と思い
 

1-5-1 世話をすることによる影響  

世話をすることによる影響については、小学生、中学生ともに 8割近くが「特にない」として

おり、他の項目の選択はいずれも１割を下回っている。「特にない」以外では、「自分の時間や友

だちと遊ぶ時間がない」、「宿題や持ち物を忘れることが多い」を選択した割合が高く、次いで小

学生では「さみしい」、中学生では「進路の希望がかなえられるか心配」を選択した割合が高い。

（図表 1-5-1） 

国の調査ではヤングケアラーが受ける影響として「宿題忘れ」や「遅刻欠席早退」などが高い

割合となることが示されており、本調査の結果と差異がある。 
 

 
図表 1‐5-1  世話をすることによる影響 

 

 
 
  

【問 16】（複数回答）お世話をしていることで、つぎのようなことがありますか。
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1‐5‐2 世話をすることについて思っていること

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図表 1‐5‐2 世話をすることについて思っていること 

 

【問 17】（複数回答）お世話をすることについて思っていることがあれば教えてください。 

本人が思っていることは、小学生、中学生ともに「特にない」が最も多く約５割となってい

る。次に「当たり前だと思う」の割合が約 3割、「やりがいを感じている」も小学生で約２

割、中学生で１割台半ばの選択があった。また、「つらい気持ちになる」と回答した児童・生

徒が約１割、「体がつらい時がある」と回答した児童・生徒が小学生の 6％、中学生の 7％い

た（図表 1‐5‐2）。 

家族の世話を当たり前と思いながら、やりがいを感じて世話をしている子どもの中に、つら

い気持ちになったり、体がきつくなったりと、世話の負担が過度になっている子どもが一定数

いることがわかる。

46.5%

20.8%

28.2%

9.1%

6.0%

4.8%

6.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

特にない

やりがいを感じている

当たり前だと思う

つらい気持ちになる

体がつらい時がある

その他

無回答

【小６】

n=419

46.5%

14.3%

28.9%

12.1%

6.6%

7.3%

4.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

特にない

やりがいを感じている

当たり前だと思う

つらい気持ちになる

体がつらい時がある

その他

無回答

【中２】

ｎ＝273
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1-5-3 周囲に助けてほしいこと

 
 
 
 
 
 

 

 

図表 1‐5‐3学校や周りの大人に助けてほしいこと

 

71.1%

10.3%

1.4%

1.9%

3.6%

0.7%

2.9%

8.1%

8.1%

6.4%

1.0%

2.4%

1.0%

5.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

特にない

話を聞いてほしい

お世話について相談に乗ってほしい

家族の病気や障害、お世話のことについて説明してほしい

家族での相談や話し合いに一緒にいてほしい

お世話を全部代わってくれる人やサービスが欲しい

お世話を一部代わってくれる人やサービスが欲しい

自由な時間が欲しい

自由に過ごせる場所が欲しい

勉強を教えてほしい

お金の面で助けてほしい

わからない

その他

無回答

【小６】

n=419

【問 18】（複数回答）学校や周りの大人に助けてほしいことはありますか。 

周囲に助けてほしいことは、小学生、中学生ともに約７割が「特にない」と回答している。

次に多い割合は「話を聞いてほしい」の項目であり、小学生、中学生の約１割が選択してい

る。「自由な時間」、「自由に過ごせる場所」、「勉強を教えてほしい」については、小学

生、中学生ともに 1割に満たないが選択があり、中学生では「進路などの相談にのってほし

い」も約 7％が選択している。一方で、「世話を代わってくれるサービスが欲しい」を選択し

た児童・生徒は小学生３％、中学生で１％以下であった（図表 1-5-3）。 
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71.4%

8.4%

0.7%

1.5%

1.1%

0.4%

0.4%

5.5%

7.3%

9.5%

3.3%

7.3%

2.6%

2.2%

4.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

特にない

話を聞いてほしい

お世話について相談に乗ってほしい

家族の病気や障害、お世話のことについて説明してほしい

家族での相談や話し合いに一緒にいてほしい

お世話を全部代わってくれる人やサービスが欲しい

お世話を一部代わってくれる人やサービスが欲しい

自由な時間が欲しい

自由に過ごせる場所が欲しい

勉強を教えてほしい

お金の面で助けてほしい

進路などの相談に乗ってほしい

わからない

その他

無回答

【中２】

ｎ＝273
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1‐6 相談の状況
 

1‐6‐1 相談の状況  

 

 

図表 1‐6‐1‐1 世話についての相談経験の有無  
 

 

 
 

ある 21.0% ない 72.3%

無回答 6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【小６】n=419

ある ない 無回答

ある 18.7% ない 75.5%

無回答 5.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【中２】n＝273

ある ない 無回答

世話に関する相談経験については、小学生、中学生ともに「経験がある」が約 2割にとどまり、

世話の相談経験は少ない（図表 1‐6‐1‐1）。また、相談する相手は、小学生、中学生ともに「母」、

「友だち」の順で多く、次いで「父」、「きょうだい」が多い。主に家庭内で相談している様子があ

る。外部での相談は、学校（先生、養護教諭、スクールカウンセラー等）での相談が多く、小学生、

中学生ともに 2割程度あり、中でも「先生（教員）」への相談が最も多く約 14％となっている。 

中学生ではより「友だち」に相談する傾向が顕著になるほか、「SNSの知り合い」も小学生より

やや多い。割合としては低いが、公的な機関への相談経験も一部にあった（図表 1‐6‐1‐2）。 

【問 19】（単一回答）お世話を必要としている家族のことや、お世話の悩みを誰かに相談したこと
はありますか。 
【問 20】（複数回答）相談した相手の人はだれですか。 
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図表 1‐6‐1‐2世話についての相談相手 

 

 

62.5%
30.7%

15.9%
8.0%

19.3%
6.8%

34.1%
13.6%

3.4%
5.7%

2.3%
3.4%

1.1%
2.3%

3.4%
1.1%

4.5%
0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

母
父

祖母
祖父

きょうだい
親戚

友だち
先生

養護教諭
学校の相談室の先生
児童館や学童の先生

医師や看護師
ヘルパー

区役所や保健所の人
近所の人

SNSの知り合い
その他
無回答

【小６】n=88

n=88

70.6%

21.6%

7.8%

3.9%

17.6%

5.9%

51.0%

13.7%

2.0%

7.8%

7.8%

3.9%

0.0%

2.0%

2.0%

5.9%

2.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

母

父

祖母

祖父

きょうだい

親戚

友だち

先生

養護教諭

学校の相談室の先生

児童館や学童の先生

医師や看護師

ヘルパー

区役所や保健所の人

近所の人

SNSの知り合い

その他

無回答

【中２】n=51

n=51
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1-6-2 相談していない理由

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 1‐6‐2-1 相談していない理由 

  

9.2%

3.6%

44.2%

5.9%

19.5%

30.0%

5.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

誰に相談したらいいかわからない

相談できる人が身近にいない

誰かに相談するほどの悩みではない

家族のことを話したくないから

相談しても変わらないと思うから

その他

無回答

【小６】n=303

n=303

5.3%

1.0%

39.8%

8.3%

8.7%

4.9%

19.9%

32.5%

7.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

誰に相談したらいいかわからない

相談できる人が身近にいない

誰かに相談するほどの悩みではない

家族でない人に相談するような悩みではない

家族のことだから話しにくい

家族に対して偏見を持たれたくないから

相談しても変わらないと思うから

その他

無回答

【中２】n=206

n=206

（相談経験のない回答者対象） 
【問 21】（複数回答）相談していない理由を教えてください。 
【問 22】（単一回答）お世話を必要としている家族のことや、お世話の悩みを聞いてくれる人
はいますか。 

相談していない児童・生徒は約 8割となっている（図表 1-6-1-1）。 

相談しない理由としては「誰かに相談するほどの悩みではない」が最も多く、小学生で４割

台半ば、中学生で約４割となっている。「相談しても何も変わらないと思うから」の回答も多

く約 2割あり、「誰に相談したらよいかわからない」「相談できる人が身近にいない」の回答

も 1割程度あった（図表 1-6-2-1）。「その他」では、「悩んでいない（悩みがない）」の記

載が大半を占めたが、「相談したくない」「自分で考える」などの外部に助けを求めない記載

もあった。設問【問 22】で、悩みを聞いてくれる人の有無については、小学生、中学生とも

に３割弱の児童・生徒が「いない」と回答している（図表 1-6-2-2）。 
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図表 1‐6‐2‐2悩みを聞いてくれる人の存在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

いる 61.7% いない 27.2%
無回答

11.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【中２】ｎ＝206

いる いない 無回答

いる 56.4% いない 27.7%
無回答

15.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【小６】ｎ＝303

いる いない 無回答


